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25年春生 オリバー (フィンランド)

皆さん、こんにちは。

オリバー・ニイニマキです。約

10ヵ月前に日本に来ました。
日本に来た時の僕の最大の目標

は日本語を学ぶことで、そのた

めに一生懸命努力してきまし

た。日本に来る前は、たった6
週間しか日本語を勉強していま

せんでした。最初の数ヵ月は、

簡単な会話さえとても難しく、

間違いを犯すのが怖かったで

す。間違いたくないという気持

ちが急速に強くなり、だんだん

と口数が少なくなってしまいま

した。それが僕の学習の進歩を

全く妨げてしまいました。それ

から間もなく、別のホストファ

ミリーに移りました。そして、

僕は変わることを決意しまし

た。間違いから学べるのであれ

ば、もう間違いは気にしないと

決めたのです。おそらく何千回

も間違いを犯したでしょうが、

何もしないよりはましでした。

徐々に間違いが減り、話すこと

に自信が持てるようになりまし

た。先月、日本語能力試験N3
を受験しました。結果はまだ発

表されていません。合格してい

ることを願っていますが、たと

え合格しなくても、間違いから

学び、もう一度挑戦できるチャ

ンスがあると信じています。失

敗しても大丈夫。ありがとうご

ざいました。

オリバーの

直筆です！
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昨年夏に我が家は初めてホストファミ

リーになりました。２週間の滞在でし

たが、留学生の礼儀正しさ、好奇心、

協調性に感銘を受けました。子供達と

一緒にゲームをしたり、トランプをし

てお互いの国のルールの違いを楽しん

だりしました。旅行の予定を一切入れ

ず家で過ごしただけですが、とても充

実した夏休みとなりました。

FROM：ホストファミリーMさん

この一年間は、楽しいことばかりではな

く、思い通りにいかないことや葛藤も多く

ありました。しかし、その一つ一つに向き

合い、自分なりに考え続けた時間は確実に

私を成長させてくれたと思います。異なる

文化や価値観の中で生活することで、自分

の当たり前が当たり前でないと再確認し、

相手を理解しようとする姿勢の大切さを学

びました。

また、支えてくれる人の存在がどれほど大

きいものかを実感し、感謝の気持ちを以前

より強く持つようになりました。留学を通

して得た経験や出会いは、これからの人生

の中で迷った時に立ち返ることのできる大

切な財産になりました。Pura Vida!!
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72期　コスタリカ派遣　M.Sさん

  最初は様々な苦労をする生徒がほとんどかもしれません。でも、3ヵ月、5ヵ月、10ヵ月と時が過ぎていくうちに、言

葉も達者になってきて、自分のしたいことができるようになります。周りの人たちとのコミュニケーションを楽しみ、

絆も深まってきます。そして、苦労を克服したことへの自信とともに一回りも二回りも成長して帰国します。ホストス

クールの先生方、ホストファミリーの皆様、いつもサポートをありがとうございます。



’25春組生

’25秋組生

フィンランド

オリバー 

Oliver Niinimaki

森村学園中等部

　　　　　・高等部

フランス

カオリ 

Kaori Cassassus 

日本女子大学附属

　　　　高等学校

ドイツ

アメリー

Amelie Humbert 

聖セシリア女子

　　　　　高等学校

フィンランド

マリア

Maria Rahmati 

相模女子大学中学部

　　　　　　・高等部

カナダ

ダニエル

Daniel Farias

県立多摩高等学校

オーストリア

マチルダ 

Matilda Wimmer 

県立厚木高等学校
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23年秋生 ユーレ

～里帰り～ (ドイツ)

FROM：ホストファミリーKさん

●73期派遣生(2名) 2026年夏出発

SCHOOL INFORMATION

森村学園中等部・高等部

ホストスクール紹介    VOL.２

「個性を認め合い、互いを尊重し合う家庭的な雰囲気」と

いう森村学園の校風。国際理解を大切にし、多様な価値観

を自然に受け入れてくださる先生方やクラスメートの中

で、留学生は安心して学校生活を送っています。日々の授

業や行事、部活を通して、たくさんの経験を共有させてい

ただき、いつも細やかに気を配り、留学生の挑戦をそっと

後押ししてくださる先生方やクラスメートに、心より感謝

申し上げます。

所 在 地 ：

神 奈 川 県 横 浜 市 緑 区

長 津 田 町 2 6 9 5

T E L ： 0 4 5 - 9 8 4 - 2 5 0 5

HP：

https://www.morimura.ac.jp/jsh/

北神奈
川支部の派遣生＆留学生

今年のお正月に遊びに来てくれました

三年前、私はドイツからの交換留学生として日本に行った。 私
は相模原の学校に通い、6人家族で暮らしました。 私の滞在は
一生忘れられない素晴らしい経験になりました。 日本のことを
たくさん教えてくれて、日本が大好きになりました。 彼らと築
いた関係は、私が日本に戻り、みんなと再会するきっかけにも

なった。 彼らと再会したとき、まるで離れていたことがなかっ
たかのように、そして家に帰ってきたかのように感じた。

ホストファミリーの経験は、我が家でも良い思い出になりま

した。また、Juleとの再会は本当に嬉しい時間で、時間の流れ
を感じながらも、すぐに当時に戻ったような楽しいひと時で

した。彼女の成長を改めて感じ、これからの成長も楽しみに

思っています。娘達とも、また再会の約束をしました。元気

にお互いの国で成長し、再会できる⽇が今から楽しみです。

   ・T.I              フィンランド

   ・M.O          フィリピン

   ・M.S 　      コスタリカ

   ・A.T            中国 

   ・N.H　       ニュージーランド   

   ・E.F　        タイ

   ・R.M　       チェコ　

   ・F.M           フランス

   ・M.Y   　    アメリカ

   ・K.Y 　　    フィンランド

●72期派遣生(10名)

M.K(中国)、K.N(オーストリア)、E.N(チェコ)、

S.H(コスタリカ冬組)、N.H(USA)、K.M(ベルギー)

●71期派遣生（6名）

             ・R.I　メキシコ

             ・S.I　イタリア

https://www.morimura.ac.jp/jsh/
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藤野の夏の思い出

歓迎会

歓送会

着物イベント

着物イベ
ント

マチルダとオリバーは藤野の伝統的な夏祭りに参加し、

はっぴを着てお神輿をかつぎ、地域の皆さんと一緒に夏

を満喫しました。屋台で焼き鳥を焼くお手伝いや、旧小

学校を改装した宿泊所での滞在など、自然と人の温かさ

に触れる貴重な体験がたくさんありました。祭りの準備

や片付けの時間にも地域の方々が気さくに声をかけてく

ださり、2人にとって日本の夏を深く感じる忘れられない
思い出となりました。藤野はAFS北神奈川支部の担当エ
リアです。日頃から温かく迎えてくださる皆さまに、心

より感謝申し上げます。

茨城水戸⽀部から来た

NZのユーン。
一週間、県⽴伊志⽥⾼

校に通学しました！

活動紹介

25春組の留学生2人と支部ボランティアのSさんが一
泊二⽇で参加しました！

異地域交換プログラム

北神奈川支部からもオ

リバー、マチルダ、カ

オリの3⼈が茨城⽔戸
⽀部へ！短い期間でし

たが、それぞれ素敵な

出会いがありました。

北神奈川⽀部の留学生たちは、ボランティアが企画するさまざまなイベントを
体験しています。

留学説明会

帰国報告会

オリエンテーション

水墨画体験お琴体験

SSeeee  yyoouu  aaggaaiinn!!
See you again!
SSeeee  yyoouu  aaggaaiinn!!
See you again!



H O W  T O  M A N A G E  

A  D I G I T A L

A G E N C Y

F R O M  S C R A T C H
使途の内訳は、留学生や派遣生との交流行事、会場費、異地域交換、広島平和学習、

日本語教室などのプログラム、留学生の学校用品や交通費など。

ぜひともご協力お願い致します。寄付金は、所得税の寄付金控除の対象になります。

－ 4ー

この交流は、留学生にとってもご家族にとっても、かけがえのない思い出になります。

食卓での会話や日々のちょっとした出来事が、家族に新しい視点や温かなつながりをも

たらしてくれます。

支部の活動は、皆さまからのご寄付で支えられています。

寄付について

 （1）口座振り込みの場合： （2）クレジットカードの場合：  

https://jpn.afsglobal.org/AFSGlobal/jpn-donation/donate

→ 寄付先：

「支部会費•支部寄付」を選択 

→「Select chapter」を

「北神奈川支部」と ご入力ください 

AFS北神奈川支部は、2009年に発足し、神奈川県北部を中心に活動しています。JR横浜線・小田急線・東急田園都市線の
沿線を主なエリアとして、AFSの留学生の受け⼊れと、派遣⽣のケア、交流を⾏っています。

AFS北神奈川支部

お問い合わせ：

公益財団法人 AFS⽇本協会 北神奈川⽀部
E-mail：info-kitakanagawa@afs.or.jp
HP       ：https://www.afs.or.jp/

AFS の活動に欠かせないのがホストファミリーの存在です。ホストファミリーやホストスクールがなければ、留

学生は日本での学びを始めることができません。大切なのは、留学生をあたたかく家族に迎え入れ、異文化交流

を楽しむ気持ちです。堪能な語学力や立派な住まい、広い個室などは必要ありません。違う言葉や生活習慣に興

味を持ち、お互いを理解しようと歩み寄る気持ちがあれば十分です。

食事と布団の提供はお願いしていますが、通学

交通費や医療費はAFSが負担し、お小遣いは本

人が用意します。受け入れ期間はご家庭の状況

に合わせてご相談いただけます。

ぜひ、ホストファミリーとして新しい一歩を踏み出してみませんか。

AFS北神奈川支部からのお願い

HOST FAMILY を募集しています！

北神奈川支部の
Instagramです！

フォローしてね！

また、AFS北神奈川⽀部では、留学⽣との 交流を楽しみながら活動
できるボランティ アを募集しています。特別なスキルや経験 がなく
ても⼤丈夫。⽇本に来ている留学⽣ の気持ちに寄り添いたい、その
思いがあれ ば⼗分です。地域の⾏事に⼀緒に参加した り、ちょっと
した相談に⽿を傾けたり、 ⽇々の⼩さな関わりが留学⽣にとって⼤
き な⽀えになります。温かなつながりを⼀緒 に広げていける仲間を
お待ちしています。

銀行名 ：　ゆうちょ銀行

支店名 ：　O一八店　　　

支店No：　018

普通口座　 4336814

口座名 ：　ザイ）エイエフエスニホンキョウカイ

 　　　　　キタカナガワシブ

https://jpn.afsglobal.org/AFSGlobal/jpn-donation/donate
https://www.instagram.com/afs_kitakanagawa/
mailto:info-kitakanagawa@afs.or.jp
https://jpn.afsglobal.org/AFSGlobal/jpn-donation/donate
mailto:info-kitakanagawa@afs.or.jp
https://www.afs.or.jp/contact-us/kitakanagawa-chapter/
https://www.instagram.com/afs_kitakanagawa/
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